
◎
論

説

帝
国
の
周
辺

華
北
偲
偶
政
権
の

組
織
機
構

に

つ
い
て

張

同

楽

(
訳

11
和

田

英

穂

)

・
・
…

盧
溝
橋
事
件
以
後
、
日
本
軍
は

「華
を
も

っ
て
華
を
制
す
」
方
針

の
も
と
で
、
各
占
領
地
に
偲
偲
政
権
を
樹
立
し
た
。
華
北
偲
偲
政
権

は
日
本
が
陰

で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
偲
儲
組
織
だ

っ
た
。

一
九
三
七

年
七
月

三
〇
日

「北
平
市
治
安
維
持
会
」

が
成
立
、
七
月
三

一
日

「天
津
市

治
安
維
持
会
」
が
成
立
、

一
二
月

一
四
日

「中
華
民
国
臨

時
政
府
」

が
成
立
し
た
。

一
九
四
〇
年
三
月
三
〇
日
に
は
、
注
兆
銘

が
南
京

で

「国
民
政
府
」
を
樹
立
し
、
「中
華
民
国
臨
時
政
府
」
は

日
本
軍

の
命
令
に
よ
り

「華
北
政
務
委
員
会
」
と
改
称
、
華
北
に
お

け
る
注
兆
銘
国
民
政
府

の
行
政
機
関
と
な

っ
た
。
本
論
中
の
華
北
偲

偏
政
権
と
は

「
一
九
三
七
年

一
二
月
に
北
平
で
成
立
し
た
中
華
民
国

臨
時
政
府

お
よ
び
そ
の
後
の
華
北
政
務
委
員
会

の
こ
と
を
指
し
、
同

年
成
立
し
た
察
南
自
治
政
府
、
晋
北
自
治
政
府
、
蒙
古
連
盟
自
治
政

府
お
よ
び

そ
の
後
こ
れ
ら
の
三
つ
の
自
治
政
府
が
連
合
し
て
成
立
し

た
蒙
古
連
合
自
治
政
府
は
含
ま
な
い
。
こ
れ
ら
の
管
轄
し
た
区
域
は

現
在
は
華
北
地
区
に
属
す
る
が
、
抗
日
戦
争

時
期
は
異
な
る
地
区
に

属
し
、
北
平

の
臨
時
政
府
や
華
北
政
務
委
員
会

の
管
轄
下
に
は
な

ム　
　

か
っ
た
」。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
う

「華

北
偲
縄
政
権
」

の

「華

北
」
と

い
う
言
葉

は
、
現
在

の
行
政
区
分
や
地
理
概
念
上

の

「華

北
」
と
も
大
き
く
異
な
る
。
本
論
で
は
、
「中
華
民
国
臨
時
政
府
」

と

「華
北
政
務
委
員
会
」

の
管
轄
下

に
あ

っ
た
河
北
、
山
東
、
山

西
、
河
南
等
各
省
お
よ
び
北
平
、
天
津
、
青

島

の
三

つ
の
特
別
市
と

い
う
実
際
に
統
治
下
に
あ
っ
た
地
域
、
そ
れ
か
ら

「中
華
民
国
臨
時

政
府
」
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
蘇
北
地
区
を
指

す
。
本
論
で
は
華
北
偲

儲
政
権

の
組
織
機
構
に
関
す
る
考
察
と
研
究

を
試

み
て
み
た
い
。
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北
平
、
天
津
維
持
会

の
形
成

一
九
三
五
年

「華
北
自
治
運
動
」
が
展
開
す
る
中
で
、
日
本
駐
屯

軍

の
北
平

お
よ
び
天
津

の
特
務
機
関

は
早
く
も
、
翼
察
の
地
方
当
局

や
北
平
、

天
津

で
蟄
居
し
て
い
た
北
洋
政
府

の
関
係
者
の
中
か
ら
親

日
派
を
探

し
、
適
当
な
時
期
が
到
来
し
た
ら
表
舞
台
に
押
し
上
げ
、

日
本
の
中

国
侵
略
の
道
具
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
盧
溝
橋
事
件
勃

発
後
、
第

二
九
軍
が
北
平
か
ら
撤
退
し
、
国
民
党
の
北
平
政
権
が
動

揺
し
て

い
た
当
時
、
宋

哲
元

は
張
自
忠

に
翼
察
政
務
委
員
会
委
員

長
、
翼
察
繧
靖
公
署
主
任
、
北
平
市
長
等
の
職
を
代
理
さ
せ
、
日
本

軍
と
渡
り
合
お
う
と
し
た
が
、
日
本
軍
の
圧
力
に
よ
り
、
張
自
忠
は

職
を
全
う
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
黙

っ
て
北
平
を
去
る
し
か
な

か

っ
た
。
日
本
軍
は
武
力

で
北
平
と
天
津
を
占
領
す
る
と
同
時
に
、

中
国
人

の
日
本
軍
に
対

す
る
反
抗

心
を
軽
減
す
る
べ
く
、

「治
安
を

安
定
さ

せ
る
」

こ
と
を
名
目

に
、
漢
好
を
推

し
出
し

「治
安
維
持

会
」
を
組
織
し
た
。

一
九
三
七
年
七
月
二
九
日
朝
、
第
二
九
軍
が
北

平
城
か
ら
撤
退
し
た
ば

か
り
の
頃
、
日
本
駐
北
平
大
使
館
付
陸
軍
武

官
補
佐
官
今
井
武
夫
は
北
平
特
務
機
関
長
松
井
太
久
郎
と
秘
密
裏
に

会
し
、
か

つ
て
北
京
民
国
政
府
国
務
総
理
を
代
理
し
た
経
験
を
持

つ

江
朝
宗
を
担
ぎ
出
し
、

「北
平
地
方
維
持
会
」
を
組
織
し
た
。
七
月

三
〇
日
、
北
平
治
安
維

持
会
は
中
南
海
懐
仁
堂
に
成
立
し
、
江
朝
宗

が
会
長

(主
席
)

に
就
任

し
、
常
務
委
員

に
は

「冷
家
騨
、
呂
習

ム
　
　

恒
、
周
肇
祥
、
郷
泉
孫
、
梁
亜
平
、
周
覆
安
、
林
文
龍
」
が
お
り
、

委
員
に
は
呉
侃
孚
、
播
統
桂
、
王
銃
霧
等
が

い
た
。
顧
問
は
六
十
名

余
り
だ

っ
た
。

翼
察
政
務
委
員
会
解
散
後
、
「北
平
治
安
維
持
会
」
は
北
平
市

の

最
高
機
構
と
な

っ
た
。
そ
の

「弁
事
細
則
」

で
は
、
常
務
委
員
と
常

務
顧
問
は
五
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
主
任

一
名
、
副
主
任

一
名
か

二
名
、
専
門
委
員
若
干
名
、
ま
た
、
組
員

一
名
か
ら
三
名
と
事
務
員

若
干
名
を
置
く
こ
と
を
規
定
し
、
各
組

の
顧

問
は
毎
日
勤
務
す
る
こ

ム
ヨ
　

と
を
規
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る

「顧
問
」
と
は
当
然
日
本
人

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
名

の
顧
問
が

い
た
。
顧
問
は
各
組

の
実

権
を
握

っ
て
お
り
、
正
式
な
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
直
接
市
に
属
す
る

す
べ
て
の
機
関

の
す
べ
て
の
資
料
を
得
、
重
要
な
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

「北
平
市
地
方
維
持
会
簡
章
」

で
は
、

「本
会
は
委
員
制

を
採
用
し
、
本
市
各
局
長
処
長
等
も
当
然
委
員

で
あ
り
、
本
市
士
紳

自
治
団
体
、
市
商
会
、
銀
行
公
会
、
文
化
団
体
等

の
代
表
若
干
名
も

ム
　
　

委
員
と
す
る
」
と
あ
る
。
六
十
名
余
り

の
顧

問
を
招
聰
し

て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
曹
汝
森
、
陸
宗
輿
等
親
日
派

も
顧
問
と
な
り
、
「日

ム
ら
　

本
人
」
は
顧
問

の
総
数
の
四
分

の

一
を
占
め
た
。

こ
う
し
た
状
況
か

ら
、
「北
平
維
持
会
」
は
委
員
制
を
採
用
し
、

完
全

に
日
本
軍

の
統

制
下

に
あ
る
臨
時

の
偲
偲
組
織
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
会
会
長

や
各
組
主
任
は
す
べ
て
中
国
人
だ
が
、
彼
ら

は
み
な
日
本
人
顧
問
の

制
御

の
下
に
行
動
し
て
い
た
。
実
権
を
握

っ
て
い
た
の
は
日
本
人
顧

問

で
あ
り
、
「維
持
会
」
委
員
た
ち

の

「太
上
皇
」
だ

っ
た
。
北
平
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治
安
維
持

会
は
す
べ
て
の
重
要
な
事
柄
は
日
本
人
の
顔
色
を
伺
い
な

が
ら
行
う
し
か
な
く
、
何

の
決
定
権
も
持
た
な
か

っ
た
。

こ
の
こ
と

は
こ
の
時

期
す
べ
て
の
偲
偲
組
織

の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。

一
〇
月

一
二
日
、
北
平
市
治
安
維
持
会
は
北
平
市
を

「北
京
市
」
に
改
称
し

た
。一

九
三
七
年
七
月
三

一
日
、
北
京
政
府
内
務
総
長
を
歴
任
し
、

一

九
二
三
年

に

一
度
総
統
を
代
行
し
た
こ
と
も
あ
る
高
凌
欝
が

「日
本

軍
司
令
部

の
同
意
を
得

て
」
天
津
市
維
持
会
を
組
織
し
、
八
月

一
日

に
は
、
天
津
市
地
方
維
持
会
が
正
式
に
成
立
し
た
。
同
日
制
定
し
た

「天
津
市

治
安
維
持
会
章
程
」
で
は
、
天
津
市
維
持
会

の
役
割
に

つ

い
て
次
の
よ
う
に
規
定

し
た
。

「本
会
は
無
政
府
状
態

に
あ
る
天
津

市

の
治
安
を
回
復
し
、
市
民
の
生
命

・
財
産
を
保
護
し
、
人
心
を
安

ム
　
　

定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
。
「維
持
会
」
の
管
轄
区
域
は
天
津

特
別
市
全

域
を
そ
の
範
囲
と
し
た
。
天
津
市
維
持
会

の
下
に
は
、
総

務
、
公
安
、
社
会
、
財
政
の
四
局
が
置
か
れ
た
。
総
務
局
は
庶
務
、

人
事
、
文

書
、
渉
外
お
よ
び
そ
の
他
部
局
に
属
さ
な
い
事
項
を
担
当

し
た
。
公
安
局
は
警
察
、
行
政
お
よ
び
司
法

の
事
務
を
担
当
、
治
安

維
持
に
あ
た

っ
た
。
社
会
局
は
救
済
、
食
料
対
策
、
教
育
、
衛
生
、

宣
伝
等

の
事
項
を
担
当
し
た
。
財
政
局
は
金
融
対
策
、
財
務
管
理
を

担
当
し
た
。
組
織
制
度
上
、
天
津
市
維
持
会
は

「合
議
制
」
を
採
用

し
て
い
た
。
高
凌
欝

は

「維
持
会
」
委
員
長
に
就
任
し
、
王
竹
林

(商
会
会
長
、
大
阪

の
会
社

の
買
弁
)、
劉
玉
書

(日
本
陸
軍
士
官
学

校
卒
業
)
、
王
暁
岩
、
孫
潤
宇

(法
政
大
学
卒
業
)、
邸
玉
堂

(日
本

の
金
属
製
品
を
扱

っ
た
晋
隆
商
行
社
長
)
、
方
若

(八
力
国
連
合
軍

が
天
津
侵
攻
時
に
日
本
軍
を
手
引
き
し
た
人
物

)
お
よ
び
沈
同
午
、

趙
聰
卿
、
張
志
徴
、
鉦
伝

善
、
劉
紹
現
な

ど

の
人
物

が
委
員
と

ムフ
　

な
り
、
「維
持
会
」
は
事
実
上
地
方
政
府

の
役
割
を
担

っ
た
。
天
津

市
地
方
治
安
維
持
会

に
は
、
秘
書
室
と

一
科
、

二
科
、
三
科
が
設
け

ら
れ
、
下
に
総
務
、
公
安
、
財
政
、
社
会
、

工
務
、
教
育
、
衛
生
の

七
つ
の
局
と
電
政
監
理
処
、
地
方
輔
治
会
、
特
別

一
区
、
二
区
、
三

区
公
署
が
置
か
れ
た
。
天
津
市
維
持
会
成
立
後

、
も
と
も
と
河
北
省

と
南
京
国
民
政
府
に
属
し
て
い
た
機
構
も

い
く
つ
か
そ
の
管
轄
下
に

置
か
れ
た
。

九
月

=
二
日
、
北
平
、
天
津
両
市
の
治
安
維
持
会
が
連
合
し

「平

津
地
方
治
安
維
持
会
連
合
会
」
が
成
立
、
高

凌
欝

が
首
席
代
表
と

な
っ
た
。
そ
の
他
代
表
と
し
て
、
鉦
伝
善
、
冷
家
騨
、
周
肇
祥
、
お

よ
び
翼
東
防
共
自
治
政
府
連
絡
員
の
任
国
梁

が
選
ば
れ
た
。
同
会
は

北
平
、
天
津
治
安
維
持
会
そ
れ
ぞ
れ
代
表
を
二
名
ず

つ
出
し
て
構
成

さ
れ
、
北
平
、
天
津

の
共
同
事
項
や
対
外
問
題

を
処
理
し
、
翼
東
防

共
自
治
政
府
と
緊
密
に
連
絡
を
取

っ
た
。
同
会

は
首
席
代
表
を

一
名

置
き
、
議
事
を
統
括
し
た
。
首
席
代
表
は
相
互

に
推
薦
で
決
め
た
。

同
会

の
下
に
は
秘
書
局
が
置
か
れ
、
秘
書
局
長

は
首
席
代
表

の
命
令

に
よ
り
、
平
津
地
方
治
連
会

の
業
務
を
処
理
し
、
秘
書
局
の
業
務
を

統
括
し
た
。
北
平
、
天
津
両
市

の
地
方
維
持

会

の
主
な
役
割

は
、

「迅
速

に
統
治
区
内

の
治
安
を
確
立
す
る
」

こ
と

で
あ
り
、
例
え

ば
、
管
轄
内

の
政
務
や
警
察
力

の
回
復
、
財

政
と
税
務

の
接
収
管
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理
、
物
価

の
抑
制
、
難
民
の
救
済
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
実
際
の
目

的
は
日
本
軍
占
領
区
の

「社
会
秩
序
回
復
」
に
あ

っ
た
。

平
津
治
安
維
持
会
が
成
立
し
て
ま
も
な
く
、
華
北

の
そ
の
他
の
地

区
で
次
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
偲
偲
組
織
が
出
現
し
た
。
例
え
ば
、
石
門

(現
石
家
庄
市
)
に

「翼
南
各
地
各
県
治
安
維
持
連
合
会
」
が
成
立

し
、
漢
好

馬
良
は
済
南
に

「山
東
省
治
安
維
持
会
」
を
、
旧
官
僚
の

蘇
体
仁

は
太
原
に

「山
西
省
臨
時
政
府
」
を
、
旧
軍
閥
薫
瑞
臣
は
彰

徳

(現
安
陽
市
)
に

「河
南
省
自
治
政
府
」
を
成
立
さ
せ
た
。

一
九

三
七
年
八
月

=

日
に
は
、
河
北
省
地
方
維
持
会
連
合
会
が
北
平
に

成
立
し
、

孟
玉
双

(孟
錫
圧
)
が
首
席
委
員
と
な
り
、
「北
平
市
西

ハ
ヨ
　

長
安
街

の
市
参
議
会

の
跡
地
を
」
執
務

の
場
所
と
定
め
た
。

こ
れ
は

自
称

「人
民
団
体
組
織
」
だ

っ
た
が
、
実
際
は
河
北
省
各
県

の
北
平

に
留

ま

っ
た
地
方
地
主
や
商
人
が
推
薦
さ
れ
構
成
し
た
組
織
だ

っ

た
。各

地

「維
持
会
」
は
臨
時
の
市
政
機
構

で
あ
り
、
そ

の
上
に
は
ま

だ
統

一
の
政
権
組
織
は
な
か

っ
た
。
日
本

の
中
国

へ
の
全
面
戦
争
の

目
的
は
、
武
力

に
よ
り
中
国
を
植
民
地
と
し
て
独
占
す
る
こ
と
だ

っ

た
。
特
に
華
北

へ
の
侵
略
は
、
満
州
事
変
を
発
動
し
満
州
国
を
樹
立

さ
せ
て
以
来
、
日
本

が
ず

っ
と
追

い
求
め
た
目
標
だ

っ
た
。
し
た

が

っ
て
、

日
本
軍
は
維
持
会
を
組
織
す
る
と
同
時
に
、
華
北
地
区
に

椀
儲
政
権

を
成
立
さ
せ
る
準
備
を
進
め
て
い
た
。

八
月

一
四
日
、
関
東
軍
司
令
部

は

「時
局
処
理
要
綱
」
を
制
定

し
、
五
省

の
自
治
を
最
終
目
標
と
定
め
た
。
ま
ず
、
河
北
と
山
東
二

省

(将
来
は
山
西
も
含
む
)
を
ひ
と
つ
の
政
権
に
組

み
か
え
、
北
平

に
置
き
、
同
政
権
に
は
有
能
な
日
本
人
顧
問

を
配
置
す
る
。
日
本
人

顧
問
を
通
じ
て
、
そ
の
外
交
、
経
済
、
内
政

に
関
し
て
裏
で
指
示
を

行
う
と

い
う
も
の
だ

っ
た
。
実
際
日
本
は

「華
を
も

っ
て
華

を
制

す
」
策
略
、
す
な
わ
ち
漢
好
を
利
用
し
て
偲
儲
政
権
を
成
立
さ
せ
、

「顧
問
」
を
派
遣
す
る
方
法
に
よ
り
、
同
政
権

を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
。

こ
の
考
え
方

は
、
日
本
の
中
国
か
ら

「華
北
を
分
離
さ
せ
る
」

と
い
う

一
貫
し
た
方
針
を
踏
襲
し
た
も
の
だ

っ
た
。
日
本
軍
占
領
地

の
拡
大
に
伴

い
、
華
北
に
侃
偲
政
権
を
樹
立
す
る
方
針
と
目
標
も
変

化
し
て
い
っ
た
。

一
一

中
華
民
国
臨
時
政
府

の
構
造

一
九
三
七
年

一
一
月
八
日
太
原
が
陥
落
、

一
一
月

一
二
日
上
海
が

陥
落
す
る
と
、
南
京
国
民
政
府
は

一
一
月
二
〇
日
に
重
慶

に
遷
都
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

一
二
月
初
め
に
は
南
京

は
日
本
軍
に
包
囲
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
、
華
北
日
本
軍
特
務
部
は
総
務
課
課
長

根
本
博
大
佐
を
香
港
に
派
遣
し
、
蟄
居
中

の
王
克
敏
を

「下
山
」
さ

せ
、

「政
府
」
を
組
織
さ
せ
る
こ
と
を
計
画

し
た
。
王
克
敏
は

一
九

〇
三
年
挙
人
に
合
格
、
中
国
日
本
留
学
生
副
監
督
、
駐
日
公
使
参
事

官
、
直
隷
交
渉
使
を
歴
任
し
、

一
九

一
七
年

に
中
国
銀
行
総
裁
、

一

九

一
七
年
と

一
九

二
一二
年
に
は
二
度
に
わ
た

り
北
京
民
国
政
府
財
政

総
長
を
歴
任
し
、

一
九
三
五
年

一
二
月
に
は
翼
察
政
務
委
員
会
委
員
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に
就
任
し
た
。

一
九
三
七
年

一
二
月
七
日
、

王
克
敏
は
根
本
博
と
と
も
に
北
平
に

到
着
し
、
特
務
部
の
指
令

に
よ
り
北
平
に
留
ま

っ
て
い
た
湯
爾
和
、

王
揖
唐
、
斉
愛
元
、
董
康
、
高
凌
欝
等
を
召
集
し
、
具
体
的
に
計
画

を
進
め
た
。

湯
爾
和
は
金
沢
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
。

一
九
二
二
年
以
降
北
京

政
府
教
育

総
長
、
内
務
総
長
、

お
よ
び
財
政
総
長
等
の
職
を
歴
任
し

た
。

一
九
三
五
年
翼
察
政
務
委
員
会
委
員
に
就
任
し
た
。
王
揖
唐
は

日
本

で
軍
事
を
学
び
、
北
京
政
府
内
務
総
長
、
安
福
国
会
衆
議
院
議

長
、
北
方
議
和
総
代
表
等

の
職
を
歴
任
、
安
福
系

の
中
心
人
物

の

一

人
だ
っ
た
。

一
九
二
八
年
南
京
国
民
政
府
は
王
を
指
名
手
配
し
た
。

一
九
三
五
年
翼
察
政
務
委
員
会
委
員
に
就
任
し
た
。
斉
愛
元
は
日
本

陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
、
北
京
政
府

の
時
に
江
蘇
督
軍
、
江
蘇
、
安

徽
、
江
西
巡
閲
使
等

の
職
を
歴
任
し
た
。
第

一
次
奉
直
戦
争

の
時
、

斉
は
奉
漸
連
軍
第

一
路
軍
総
司
令
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
失
敗
後
日
本

に
逃
亡
し
た
。

一
九
三
五
年
翼
察
政
務
委
員
会
委
員
に
就
任
し
た
。

董
康
は

一
九
三
二
年
日
本
に
留
学
、

一
九

一
四
年
と

一
九
二
〇
年
に

二
度
北
京
政
府
大
理
院
院
長
に
就
任
し
、
前
後
し
て
司
法
総
長
や
財

政
総
長
代
理
な
ど
を
歴
任
、

一
九
二
六
年
以
降
は
政
界
か
ら
離
れ
、

東
呉
大
学
教
授
や
上
海
法
科
大
学
教
授
等
の
職
に
就

い
た
。
高
凌
蔚

は
天
津
維
持
会
兼
京
津
連
合
維
持
会
会
長
を
歴
任
し
た
。
王
克
敏
ら

は
日
本
軍
特
務
部
長
喜
多
誠

一
ら
と
の
連
日
に
わ
た
る
協
議

を
経

て
、
「中
華
民
国
臨
時
政
府
」

の
組
織
大
綱
や
主
要

メ
ン
バ
ー
の
人

選
を
決
定
し
た
。

e

偲
儲
政
権
の

「政
治
」
理
念
の
構
築

華
北
日
本
軍
特
務
部

の
規
定

に
よ
れ
ば
、
華
北
偲
儲
政
権

の
組
織

大
綱
は
英
米
な
ど
の
よ
う
な
三
権
分
立
と
責
任
内
閣
制
に
よ
り
制
定

し
、
総
統
制
を
採
用
し
た
。
近
代
政
治
制
度

か
ら
言
う
と
、
総
統
制

は
総
統
が
政
府
を
指
導
あ
る
い
は
任
命
す
る
。
政
府

の
構
成
は
議
会

の
政
党

の
議
席
数
の
多
少

で
は
決
め
ら
れ
ず
、
政
府

は
形
式
上
も
実

際
も
議
会
に
責
任
は
負
わ
ず
、
総
統
に
責
任

を
負
う
。
総
統
は
選
挙

民
が
定
期
的
に
選
挙
を
行
う
こ
と
で
誕
生
し
、
選
挙
民
に
責
任
を
負

う
。
し
か
し
当
時
日
本
は

「総
統
」
に
適
当

な
人
選
が
で
き
て
お
ら

ず
、
「大
総
統
」

の
席
は
空
席
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
行
政
、
議
政
、

司
法
の
三

つ
の
委
員
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ

が

「国
家
」

の
職
権
を

担

っ
た
。
「行
政
委
員
会
」
は
政
務
を
処
理
す

る
機
関

で
、
華
北
塊

儲
政
権

の
主
体
だ

っ
た
。

「行
政
委
員
会

」

の
下
に
は
内
政
、
治

安
、
教
育
、
賑
済
、
実
業
、
司
法

の
六
部
と
建
設
総
署
が
置
か
れ
、

王
克
敏
は
行
政
委
員
会
委
員
長
兼
行
政
部
総

長
に
就
任
し
た
。

「中

華
民
国
の
行
政
権
は
行
政
委
員
会
、
立
法
権

は
議
政
委
員
会
、
司
法

ム
　
　

権

は
法
院

に
よ
り
執
行
さ
れ
た
」
。

王
克
敏
ら
が
樹
立
し
た
偲
偲
政
府
は
臨
時

の
性
質
を
帯
び
て
い
た

た
め
、
名
前
を

「臨
時
政
府
」
と
し
、
依
然

「中
華
民
国
」
を
年
号

と
し
た
。

「中
華
民
国
臨
時
政
府
」
は
も
と
も
と

一
九

三
八
年

一
月

一
日
に
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成
立
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、

一
九
三
七
年

一
二
月

=
二
日
、
日
本
軍

が
国
民
政
府
首
都
南
京
を
陥
落
さ
せ
、
日
本
軍
が
こ
れ
を
南
京
国
民

政
府

の

「崩
壊
」
と
考
え
た
た
め
、
華
北
日
本
軍
特
務
部
は
即
刻
王

克
敏

に

一
二
月

一
四
日
北
平
中
南
海
居
仁
堂

で

「中
華
民
国
臨
時
政

府
」
樹
立
を
宣
言
さ
せ
、
「成
立
宣
言
」
を
発
表

さ
せ
た
。
同
日
、

北
平
、
天
津
地
方
治
安
維
持
会
連
合
会
は
解
散
宣
言
を
発
表

し
た
。

一
九
三
八
年

一
月

一
日
は

「中
華
民
国
臨
時
政
府
」

の
正
式
な

「業

務
開
始
」

の
日
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

「中
華

民
国
臨
時
政
府
」

は
日
本
軍
が
華
北

の
占
領
区
に
樹
立
さ

せ
た
偲
偲
政
権
だ

っ
た
。
政
府
委
員
に
湯
爾
和
、
董
康
、
王
克
敏
、

王
揖
唐
、
朱
深
、
江
朝
宗
、
高
凌
蔚
、
斉
愛
元
が
、
常
務
委
員
に
斉

愛
元
、
董
康
、
王
克
敏
、
王
揖
唐
、
朱
深
が
い
た
。
王
克
敏
は
行
政

委
員
会
委
員
長
兼
行
政
部
総
長
、
湯
爾
和
は
議
政
委
員
会
委
員
長
兼

教
育
部
総
長
、
董
康
は
司
法
委
員
会
委
員
長
、
斉
隻
元
は
治
安
部
総

長
、
朱
深

は
司
法
部
総
長
、
王
揖
唐
は
賑
済
部
総
長
に
就
任
し
た
。

中
華
民
国
臨
時
政
府

は
政
権
の
構
成
に
お
い
て
、
北
洋
政
府
時
代

の
腐

っ
た

ゴ
ミ
を
拾

い
上
げ
、
五
色

の
旗
を

「国
旗
」
と
し
、
中
華

民
国

の
年

号
を
継
承
し
、
首
都
を
北
平
に
定
め
、
将
来

の

「中
国
中

央
政
府
」

の
可
能
性
を
含
め
た
。

「卿
雲
歌
」
を

「国
歌
」
と
し
、

軍
や
政
治

の
要
員
の
多

く
は
北
洋
政
府
時
代
の
残
存
勢
力
や
落
ち
ぶ

れ
た
政
治

屋
で
あ

っ
た
。
「卿
雲
歌
」

の
歌
詞

で
は

「卿
雲
燗

た

　
り
　

り
、
糾
縷

縷
た
り
、
日
月
光
華
あ
り
、
旦
復
た
旦
」
と
歌
う
が
、
華

北
の
漢
好

た
ち
は
日
本

軍
の
武
力
の
下
、
人
民
の
塗
炭

の
苦
し
み
の

中

で
高
ら
か
に
歌
い
、
互

い
に
就
任
を
祝

い
あ
っ
た
。

一
二
月
二
四
日
、
日
本

の
内
閣
は
華
北
の
日
本
軍
特
務
部
が
成
立

さ
せ
た

「中
華
民
国
臨
時
政
府
」
の
方
針
に

つ
い
て
承
認
し
た
。
内

閣

で
決
定
し
た

「支
那
事
変
処
理
要
綱
」
で
は

「少
し
ず

つ
こ
の
政

権
を
拡
大
、
強
化
し
、
新
た
な
中
国

の
中
心
勢
力
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」、

「こ
の
政
権

に
よ
り
華
北
に
お
け

る
信
望
を
得
る
だ
け
で

ムけ
　

な
く
、
華
中
、
華
南

の
信
望
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て

い
る
。

こ
の
た
め
新
時
代
に
適
応

し
た
組
織
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
全
中
国

に
号
令
す
る
主
義

と
綱
領

が
必
要
だ

っ

た
。

こ
の
方
針
は
そ
の
後

一
九
三
八
年

一
月

二

日
の
御
前
会
議

の

決
定

に
よ
り
、

日
本

の
中
国
を
滅
ぼ

す
た
め

の
既
定
方
針
と
な

っ

た
。口

臨
時
政
府
の
組
織
系
統

中
華
民
国
臨
時
政
府
は
行
政
委
員
会
、
議
政
委
員
会
、
司
法
委
員

会
を
置
い
た
。

1

行
政
委
員
会

行
政
委
員
会
は
臨
時
政
府
の
最
高
行
政
機
関
で
あ
り
、
「ω
議
政

委
員
会
に
提
出
す
る
法
律
案

②
議
政
委
員
会
に
提
出
す
る
予
算
、

決
算
案

㈹
議
政
委
員
会
に
提
出
す
る
宣
戦
、
講
和
、
条
約
の
締
結

案

ω
特
赦
、
減
刑
お
よ
び
復
権
に
関
す
る
事
項

㈲
所
属
各
機
関

の
簡
任
官
の
任
免
事
項

⑥
そ
の
他
本
委
員
会
を
経
て
決
議
し
な
け

ム
に
　

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
」
に

つ
い
て
主
管
し
た
。

つ
ま
り
、
行
政
委
員
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会

の
役
割

は
、
議
政
委
員
会

へ
の
関
連
法
規
や
政
府
予
算
案

の
提

出
、
宣
戦
、
講
和
の
行
使
や
条
約

の
締
結
、
特
赦
や
減
刑
、
復
権
の

行
使
、
所
属
機
関
官
吏
の
任
免
、
機
関
権
限

の
争
議
等
だ

っ
た
。
行

政
委
員
会

に
は
内
政
部
、
財
政
部

、
治
安
部
、
法
部
、
教
育
部
、
実

業
部
、

お
よ
び
事
務
処
、
外
事
局
、
交
通
局
、
印
刷
局
、
審
計
局
、

調
査
処
、
情
報
処
等
の
機
関
が
置

か
れ
た
。

2

議
政
委
員
会

議
政
委

員
会
は

一
九
三
八
年

一
月
に
成
立
、
そ
の
後
の
二
年
間

は
、
同
委
員
会
が
審
議
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
案
件
に
つ
い
て
、
毎

回
会
議
議
決
後
に
各
主
管
機
関
に
送
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
執
行
さ
れ
て
い

た
。

一
九

三
七
年

一
二
月
二
九
日
か
ら

一
九
三
九
年

一
〇
月

一
四
日

ま
で
に
、
定
例
会
議
が
九
〇
回
、
臨
時
会
議
が
六
回
行
わ
れ
、
三
三

ムロ
　

三
案

の
議
案
が
通
過
し
た
。
そ
の
う
ち
法
律
に
関
す
る
案
件

は

一
五

九
件
、
各

機
関
が
規
定
す
べ
き
各
種
法
令
以
外
に
、
政
府
宣
言
に
抵

触
す
る
法
令

の
廃
止
や
地
租
の
免
除
等

の
案
件
も
含
ま
れ
た
。
収
支

の
概
算
や
決
算
に
関
す
る
案
件
は
合
計

一
四
二
件
、
各
機
関

の
経
常

費
や
各
収

入
以
外
に
、
開
設
費
用
や
臨
時
費
用
等

の
案
件
も
含
ま
れ

た
。
特
任

官
の
任
免
に
関
す
る
案
件
は
Q
a
fi

1
九
件
、
数
回
明
文
で

発
表

し
た
。

3

司
法
委
員
会

司
法
委

員
会
は

一
九
三
八
年

一
月
に
成
立
、
組
織
大
綱

の
規
定
に

よ
る
と
、
同
委
員
会
は
委
員
長

一
名
、
委
員
五
名
を
置

い
た
。
司
法

委
員
会

の
役
割
は
、
法
令
解
釈
の
統

一
、
判
例

の
変
更
、
議
政
委
員

会
に
提
出
す
る
主
管
事
項
、
所
属
各
機
関

の
簡

任
官

の
任
免
、
同
委

員
会
を
経

て
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
だ

っ
た
。
日
常
業
務

の
処
理
の
た
め
に
、
司
法
委
員
会
は
秘
書
庁
を
設
け
、
付
属
機
関
に

は
最
高
法
院
、
行
政
法
院
、
お
よ
び
中
央
公
務
員
懲
戒
委
員
会

(
「中

華
民
国
臨
時
政
府
」
成
立
二
周
年
の
後
、
行
政
法
院
は
ま
だ
成
立
し

て
お
ら
ず
、
最
高
法
院
検
察
署
は
臨
時
政
府
法
部

の
監
督
下
に
あ

っ

た
)
が
置
か
れ
た
。
司
法
委
員
会
は
毎
週
金
曜

日
に
定
例
会
議
を
開

催
し
、
法
令
解
釈

の
統

一
や
法
令
変
更
に

つ
い
て
審
議
し
、
定
例
会

議
は

一
九
三
八
年
は
三
八
回
開
催
、

一
九
三
九
年
は
三
五
回
開
催
さ

ム
　
　

れ
た
。
同
会

は
ま
た

『司
法
公
報
』
を
出
版
し

た
。

一
九
三
七
年

一
二
月
二
四
日
、
日
本

の
内
閣

を
通
過
し
た

「支
那

事
変
処
理
要
綱
」

は
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
。

「華
北
新
政
権
」
の

包
括
す

る
範
囲

は
、

「軍
事
行
動

の
進
展
具

合
に
よ

っ
て
定

め
る

が
、
お
よ
そ
河
北
、
山
東
、
山
西
三
省
と
チ

ャ
ハ
ル
省
の

一
部
と
定

め
る
。
翼
東
自
治
政
府
は
解
消
し
、
新
政
権
と
合
併
さ
せ
る
。
察
南

ム
ほ
　

お
よ
び
晋
北
自
治
政
府
は
新
政
権
と

の
合
併

の
機
会

を
待

つ
」
。

一

九
三
八
年
四
月
二

一
日
、
中
華
民
国
臨
時
政
府

は
薫
瑞
臣
を
河
南
省

省
長
に
任
命
し
、
河
南
省
公
署
は
彰
徳

(現
安
陽
)
に
置
か
れ
た
。

中
華
民
国
臨
時
政
府

の
管
轄
地
域
は
、
河
北
、

山
東
、
山
西
、
河
南

四
省
と
北
京
、
天
津
、
青
島
三
特
別
市
だ

っ
た
。

中
華
民
国
臨
時
政
府
成
立
後
、
地
方
治
安
維
持
会
の
す
べ
て
の
業

務
は

「臨
時
政
府
」
に
接
収
さ
れ
た
。
翼
東
防

共
自
治
政
府

は

一
九

三
八
年
二
月

一
日
に
解
消
が
宣
言
さ
れ
、
同
政

府
に
所
属
す
る
翼
東
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二
二
の
県
は
河
北
省
政
府

の
管
轄
下
に
置

か
れ
た
。
中
華
民
国
臨
時

政
府
は
日
本
軍
の
指
揮
下
で

「掃
共
滅
党
」

の
方
針
を
推
進
し
、
華

北

の
抗
日
闘
争
を
大
い
に
傷

つ
け
、
華
北

の
被
占
領
区
に
お
い
て
偲

偲
統
治

シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
強
化
し
、
華
北
治
安
軍
を
創
設
し
、
日

本
軍
の
華
北
で
の
経
済
的
略
奪
や
奴
隷
化
教
育
を
助
け
た
。

一
九
四

〇
年
三
月
、
注
兆
銘
国
民
政
府
が
成
立
す
る
と
、
中
華
民
国
臨
時
政

府

は
解
散

を
宣
言
し
、
そ
の
役
割
は
華
北
政
務
委
員
会
が
受
け
継
ぐ

こ
と
に
な

っ
た
。

華
北
政
務
委
員
会
本
部
お
よ
び
付
属
機
関

各
部
門
の
役
割

一
九
四
〇
年
三
月
、
江
兆
銘
が
南
京

に

「国
民
政
府
」
を
樹
立
す

る
と
、
華
北
の
臨
時
政
府
は
日
本
軍

の
命
令
に
よ
り

「華
北
政
務
委

員
会
」
に
改
称
し
、
華
北
に
お
け
る
江
兆
銘
国
民
政
府
を
代
表
す
る

行
政
機
関
と
な

っ
た
。
華
北
政
務
委
員
会
は
名
目
上
は
江
兆
銘
国
民

政
府

の
付
属
機
関
と
さ
れ
た
が
、
南
北

の
偲
偲
組
織
の
背
後
に
存
在

す
る
日
本

の
ボ
ス
が
異

な
る
た
め
、
華
北
政
務
委
員
会
は
実
際
は
独

立
性
を
維
持
し
、
本
当

の
統

一
は
果
た
し
て
い
な
か

っ
た
。

華
北
政
務
委
員
会
の
統
治
区
域
は
河
北
、
山
西
、
山
東
、
河
南
四

省

の
被
占
領
区
、
北
平

、
青
島
、
天
津
三
特
別
市
、
石
門
等
七

つ
の

市
、

二
つ
の
特
区
、
二
五
の
道
、
三
四
九
の
県
を
含
ん
だ
。
華
北
政

務
委
員
会

は
委
員
を

一
七
名
か
ら
二

一
名
置
き
、
そ
の
う
ち
常
務
委

員
は
五
名
、
委
員
長
が
統
率
し
た
。
委
員

の
人
選
は
形
式
上
は
注
兆

銘
国
民
政
府

の
行
政
院
が
提
出

し
、
中
央
政

治
会
議

を
通
過
し
た

後
、
注
兆
銘
国
民
政
府
に
よ
り
任
ぜ
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
実
際

は
華
北

の
日
本
軍
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
華
北
政
務
委
員
会

は
日
本
人
の
最
高
顧
問
官
を
置

い
た
が
、
こ
う
し
た
日
本
人
顧
問
は

華
北
政
権

の
太
上
皇
で
あ

っ
た
。
最
高
顧
問

の
下
に
顧
問
数
人
が
置

か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
務

の
指
導
と
監
督

に
協
力
し
、
他
に
参
議
と

諮
議
若
干
名
を
置

い
た
。

こ
れ
ら

の
参
議
、
諮
議

の
類
は
、

一
部
は

各
偲
儲
組
織

の
漢
好
首
脳
、

一
部
は
体
面
を
保

つ
た
め
に
、
日
本
軍

に
丸
め
込
ま
れ
た
失
意

の
官
僚
、
政
治
家

で
あ

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

「参
議
」
は
虚
名
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

一
九
四
〇
年
三
月
三
〇
日
、
王
克
敏
は
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長

に
就
任
、
同
年
六
月
五
日
に
免
職
さ
れ
た
。
同
日
王
揖
唐
が
華
北
政

務
委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
た
。

一
九
四
三
年
二
月
八
日
、
王
揖
唐

は
免
職
さ
れ
、
同
日
朱
深
が
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長

に
就
任
し

た
。
七
月
二
日
、
朱
深
が
病
死
す
る
と
、
同
日
王
克
敏
が
華
北
政
務

委
員
会
委
員
長

に
再
任
。

一
九
四
五
年
二
月
八
日
、
王
克
敏
は
免
職

さ
れ
、
同
日
王
蔭
泰
が
華
北
政
務
委
員
会
委

員
長
に
就
任
し
た
。

華
北
政
務
委
員
会

の
下

に
は
内
務
、
財
務

、
実
業
、
建
設
、
教

育
、
治
安

の
六
総
署
、
政
務
、
秘
書
両
庁
お
よ
び
最
高
法
院
華
北
分

院
が
置
か
れ
た
。
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e

華

北
政
務
委

員
会
本
部

-

内
務
総
署

内
務
総
署
は
政
権

の
官
吏
の
任
免
を
主
管
し
、
華
北
被
占
領
区

の

民
政
を

「管
理
」
し
た
。
そ
の
下

に
は
四
つ
の
局
が
置
か
れ
た
。

ω

総
務
局
。
内
政
部
の
各
種
法
令
、
規
定
、
規
則
、
方
法
の
制

定
と
修
正
、
同
署
各
付
属
機
関
の
概
算
の
編
制
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計

(例
え
ば
、
人
口
、
文
化
、
宗
教
、
団
体
、
災
害
等
)

の
制
定
と
編

制
、
公
文
書
お
よ
び
そ
の
他
庶
務
事
項
の
受
領
と
発
送
、
を
主
管
し

た
。②

民

政
局
。
地
方
行
政

の
指
導
と
計
画

(行
政
区
域

の
区
分

け
、
地
方
行
政

の
施
政
、
地
方
官
吏

の
業
務

の
調
整
と
訓
練
、
民
衆

団
体

の
統
制
お
よ
び
地
方
の
治
安
強
化
運
動

の
実
施
等
)、
土
地

の

徴
収
お
よ
び
区
分
け
、
飢
饅
対
策
お
よ
び
救
済
、
出
版
お
よ
び
新
聞

雑
誌
の
統
制
、
モ
ン
ゴ
ル

・
チ
ベ
ッ
ト
各
機
関

の
業
務
お
よ
び
学
校

の
補
修

の
連
絡
、
行
政
訴
訟
の
受
理
、
を
主
管
し
た
。

㈹

礼
俗
局
。
孔
子
を
祭
る
儀
式
、
冠
婚
葬
祭

の
方
法
、
地
方
風

俗

の
改
良

、
古
い
廟

の
調
査
保
護
、
宗
教
の
慈
善
活
動
お
よ
び
学
術

団
体
の
統
制
管
理
、
を
主
管
し
た
。

ω

衛

生
局
。
中

国
医
学
、
西
洋
医
学

の
医
師
免
許

の
審
査
発

給
、
医
師
免
許
試
験

の
実
施
、
薬
品
販
売
の
許
可
証
の
発
行
、
防
疫

と
対
策
、

保
健
衛
生
等
の
業
務
を
主
管
し
た
。
下

に
は
各
道

・
区
に

「衛
生
講
習
所
」
が
置
か
れ
た
。

2

財
務
総
署

被
占
領
区
の
財
産
略
奪
お
よ
び
日
本
や
侃
偏
政
権

の
各
機
関

へ
の

経
費
を
主
管
、
計
画
し
た
。
下
に
は
総
務
局
、
税
務
局
、
会
計
局
、

庫
蔵
局
が
置
か
れ
た
。

3

治
安
総
署

治
安
総
署
は
被
占
領
区

の

「治
安
」
を
主
管
、
計
画
し
た
機
関
。

下
に
は
総
務
局
、
軍
諮
局
、
軍
務
局
、
軍
学

局
、
軍
需
局
、
警
政

局
、
宣
導
局
、
軍
法
処
、
軍
医
処
が
置
か
れ
た
。

4

教
育
総
署

教
育
総
署
は
奴
隷
化
教
育
に
従
事
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
好

の
養
成

を

「指
導
、
計
画
」
し
た
機
関
。
下
に
は
総
務
局
、
教
育
局
、
文
化

局
が
置
か
れ
た
。

5

実
業
総
署

実
業
総
署
は
華
北
被
占
領
区

の
資
源
略
奪
を
主
管
、
計
画
し
た
機

関
。
下
に
は
総
務
局
、
農
林
局
、
工
商
局
、
砿
業
局
、
労
工
局
、
合

作
局
、
漁
牧
局
、
技
術
室

が
置
か
れ
た
。

6

建
設
総
署

建
設
総
署

は
軍
事
的
、
経
済
的
略
奪
に
必

要
な
各
種
建
設
を
主

管
、
計
画
し
た
機
関
。
下
に
は
総
務
局
、
経
理

局
、
公
路
局
、
水
利

局
、
都
市
局
、
企
画
委
員
会
が
置
か
れ
た
。

7

政
務
庁

政
務
庁
は
法
制
度

の
制
定
と
公
布
、
対
外
交
渉
、
交
通

の
管
理
、

計
画
と
監
査
、
お
よ
び
情
報
収
集
を
主
管
し
た
機
関
。
華
北
政
務
委
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員
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
、
政
治
運
動
お
よ
び
す
べ
て
の
総
務
事
項

を
請
負

い
、
下
に
は
法
制
、
交
通
、
外
務
、
審
計
、
情
報
等
の
局
が

置
か
れ
た
。

ω

法
制

局
。
各
種
法
規
の
審
議
制
定
、
制
定
、
公
布
を
受
け
持

っ

た
。
華
北

政
務
委
員
会
が
公
布
し
た
各
種
法
規
は
、
法
制
局
が
制
定

し
た
も

の
、
あ
る
い
は
各
主
管
公
署
が
起
草
し
法
制
局
が
審
議
制
定

し
た
も

の
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
常
務
委
員
会

の
決
議
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
後
法
制
局
に
よ

っ
て
公
布
施
行
さ
れ
た
。
法
制
局
は
法
規

の
審
査
を
受
け
持

っ
た
。
華
北
政
務
委
員
会

の
各
総
署
、
各
省
公
署

お
よ
び
各

特
別
市
公
署
が
法
に
従

っ
て
自
ら
制
定
し
た
単
行
規
約
に

つ
い
て
は
、
華
北
政
務
委
員
会
法
制
局
の
審
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
後
公
布
施
行
し
て
い
た
。
法
制
局
は
批
准
、
修
正
、
否
認

す
る
権
力

を
持

っ
て
い
た
。
法
制
局
は
さ
ら
に
華
北
各
省
市
が
施
行

し
た
す

べ
て
の
単
行
規
約
や
条
例
を
調
査
、
収
集
、
検
討
し
、
国
民

政
府
司
法

院
に
提
出
し
、
ま
た
法
規
集
等
も
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。

②

交
通

局
。
同
局
は
華
北
の
鉄
道
、
道
路
、
航
路
、
海
運
行
政
、

水
利
建
設

、
電
気
、
郵
政
、
交
通
、
通
信
を
主
管
し
た
。
各
機
関

の

条
例
法
規

を
制
定
し
、
華
北
運
輸
公
司
、
愛
路
中
央
委
員
会
、
中
華

航
空
株
式

有
限
公
司
、
航
業
総
工
会
、
華
北
電
信
電
話
株
式
有
限
公

司

(略
称

「華
北
電
電

」
)、
華
北
郵
政
総
局
等

の
機
関
を
指
導
し

た
。③

外

務
局
。
華
北
侃
偲
政
権
と
駐
屯
す
る
各
国
間

の
直
接
交
渉

事
項
を
主
管
し
た
。
例
え
ば
、
対
外
ビ
ジ
ネ

ス
、
居
留
民
保
護
、
在

留
外
国
人
に
関
す
る
調
査
統
計
、
東

ア
ジ
ア

の
各
種
会
議

へ
の
出

席
、
日
本
留
学
の
選
抜
や
外
国
人
学
生
の
管
理
、
各
種
臨
時
対
外
規

約

の
制
定
、
各
機
関

の
日
本
語
文
書

の
翻
訳

な
ど
が
あ

っ
た
。

ω

審
計
局
。
華
北
政
務
委
員
会
お
よ
び
所
属
す
る
各
省
市

の
予

算
、
決
算

の
審
議
、
統
計
を
担
当
し
た
。

㈲

情
報
局
。
対
内
対
外
宣
伝
計
画

の
制
定
、
国
内
外

の
情
報
収

と
調
査
、
政
府
公
報

の
編
集
と
発
行
、
各
宣
伝
団
体
の
指
導
と
管
理

を
担
当
し
た
。

8

秘
書
庁

秘
書
庁
は
会
議
、
公
文
書
お
よ
び
総
務
事
項
を
担
当
し
、
下
に
は

文
案
処
お
よ
び
事
務
処
が
置
か
れ
た
。
前
者

は
会
議
の
開
催
、
公
文

書
の
受
領
と
発
送
、
命
令
の
公
布
、
官
吏

の
任
免
を
担
当
し
、
後
者

は
会
計
、
庶
務
、
渉
外
等
日
常
事
務
を
担
当

し
た
。

一
九
四
三
年

=

月

一
〇
日
、
華
北
政
務
委
員
会
は
、
内
務
、
治

安
、
教
育
、
財
務
、
実
業
、
建
設

の
六
総
署

を
治
安
、
経
済
、
農

務
、
教
育
、
工
務

の
五
総
署
に
改
組
し
た
。

口

華
北
政
務
委
員
会
の
付
属
機
関

1

華
北
諮
詞
委
員
会

同
委
員
会
は
在
野
の
軍
閥
、
官
僚
、
政
治
家
等
を
日
本
軍
が
丸
め

込
み
手
配
し
た
有
名
無
実
の
機
関
だ

っ
た
。

そ
の
役
割
は
、
華
北
政

務
委
員
会
の
諮
詞
、
意
見
陳
述
お
よ
び
書
面

で
の
建
議

の
み
で
、
行
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政
責
任
は
負
わ
ず
、
何

の
権
力
も
持
た
な
か
っ
た
。
同

「委
員
会
」

は

一
九
四

二
年
四
月
に
成
立
し
、
主
な
メ
ン
バ
ー
に
、
青
島
に
王
克

敏
、
章
宗

祥
、
天
津
に
襲
心
湛
、
斬
雲
鵬
、
張
鳴
岐
、
呉
銃
麟
、
北

京
に
は
曹

汝
森
が

い
た
。

2

臨

時
処
理
法
務
委
員
会

同
委
員
会
は
華
北
偲
偲
政
権

の
最
高
司
法
機
関
で
あ
り
、
も
と
も

と
中
華
民
国
臨
時
政
府
時
期

の
法
部
だ

っ
た
。

一
九
四
〇
年
三
月
注

兆
銘
国
民
政
府
成
立
後
、
司
法
権

は
名
目
上
江
兆
銘
国
民
政
府
の
統

制
を
受
け
、
華
北
に
は

「最
高
法
院
分
院
」
と

「最
高
法
院
華
北
分

院
検
察
署

」
が
置

か
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
華
北
塊
儲
政
権

は

「独
立
性
」
を
維
持
し
て
い
た
た
め
、
別
途

「臨
時
処
理
法
務
委
員

会
」
が
置

か
れ
、
す

べ
て
の
司
法
事
項
を
統
括
し
、
華
北
各
省
市

の

法
院
の
設
置
や
統
括
、
裁
判
官

の
登
用
、
民
事

・
刑
事
訴
訟
の
最
終

審
議
と
判
決
を
主
管
し
た
。
そ
の
他
に
、
各
地

の
監
獄
、
留
置
所
お

よ
び
刑
務
、
司
法
収
入
と
弁
護
士
登
録
の
管
理
、
司
法
統
計
お
よ
び

各
種
司
法
事
項
の
単
行
法
規

の
制
定
を
主
管
し
た
。
王
揖
唐
、
劉
志

販
等
が
前
後
し
て
同
委
員
会
主
席
と
な
り
、

「常
務
委
員
に
は
劉
志

倣
、
干
克
容
、
注
済
般
、
曹
雲
鋪
、
溜
晋
、
史
兆
徳
、
妹
尾
胱

(興

ムめ
　

亜
院
連
絡
部
事
務
処
)

(そ

の
外
務
書
記
は
鈴
木
岩
男
)
」
が

い
た
。

同
委
員
会

は
華
北
各
地

の
法
院
、
最
高
法
院
華
北
分
院
、
最
高
法
院

華
北
分
院

検
察
署
、
河
北
省
高
等
法
院
、
山
東
省
高
等
法
院
、
山
西

省
高
等
法

院
、
河
南
省
高
等
法
院
、
青
島
高
等
法
院
を
管
轄
し
た
。

3

審
査
資
歴
委
員
会

華
北
政
務
委
員
会
お
よ
び
管
轄
下

の
各
機
関
の
公
務
員
の
任
免
、

昇
任
と
降
任
、
異
動
の
経
歴
審
査
、
勤
務
評
定
、
公
務
員
の
補
償
申

請

の
審
査
等

の
事
項
を
主
管
し
た
。

4

河
渠
建
設
委
員
会

一
九
四
二
年
八
月
に
成
立
し
、
建
設
総
署

に
属
し
た
。
華
北
各
省

市
の
水
路
建
設
の
計
画
と
実
施
お
よ
び
指
導
を
主
管
し
た
。
同
会

に

は
委
員
長

一
名
、
委
員
若
干
名
、
幹
事
長

一
名
、
幹
事

一
名
、
組
長

二
名
、
専
門
職
四
名
、
職
員

一
名
、
事
務
員
五
名
、
雇
用
労
働
者
五

名
、
合
計

一
九
名
が
配
置
さ
れ
た
。
各
省
市

に
分
会
が
置
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
管
轄
区
域
内

の
水
路
建
設
に
従
事
し
た
。
分
会
委
員
長
は
各

省
市
長
が
兼
任
し
、
支
会
委
員
長
は
県
知
事

が
兼
任
し
た
。

一
九
四

二
年
以
降
、
石
門
、
唐
山
両
河
渠
工
程
処
が
置
か
れ
た
。

5

華
北
軍
管
工
廠
処
理
委
員
会

同
会
は

一
九
四

一
年
七
月

=

日
に
成
立

し
、
興
亜
院
連
絡
部
と

の
交
渉
、
華
北
日
本
軍
軍
管
工
廠
返
還
業
務

の
処
理
に
従
事
し
た
。

下
に
秘
書
処
事
務
組
、
技
術
組
、
接
受
組
が
置
か
れ
た
。
返
還
申
請

書

の
受
理
と
伝
達
、
工
場
や
作
業
場
の
調
査

、
資
産

の
鑑
定
評
価
、

契
約

の
審
査
調
整
を
主
管
し
た
。
ま
た
、
工
場
お
よ
び
そ
の
資
産

の

受
領
と
返
還
等
を
主
管
し
た
。

6

華
北
賑
済
委
員
会

同
会
は
中
華
民
国
臨
時
政
府
時
期
、
各
種
社
会
救
済
事
業
を
専
門

に
行

い
、
日
本
軍
の
占
領
区
の
秩
序

の
維
持

に
あ
た
り
、
「各
地

の
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難
民

の
救
済
、
救
済
金
の
貸
与
、
粥
施
し
所

の
設
置
等
を
行

っ
た
」。

7

華
北
救
災
委
員
会

一
九

四

一
年
三
月
、
平
耀

〔米
価
が
高

い
時
に
政
府
が
貯
蔵
米
を

安
く
出
す

こ
と

"
訳
者
注
〕
を
管
理
し
、平
耀
事
務
処
が
置
か
れ
た
。

8

華
北
防
疫
委
員
会

華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
王
揖
唐
が
会
長
を
兼
任
し
、
委
員
は
日

本
お
よ
び
偲
偲
政
権
下

の
医
学
界
の
著
名
な
医
師
だ

っ
た

(中
国
人

五
名
、
日
本
人
六
名
)。
華
北
防
疫
委
員
会
に
は
常
務
委
員
室
が
置

か
れ
、
同
委
員
会
の
下
に
は
事
務
系
、
連
絡
系
、
情
報
系
が
置
か
れ

た
。
そ
の

「仕
事
」
は
華
北
の
各
鉄
道
沿
線

で
規
定
し
た
防
疫
中
心

地
区
に
よ

っ
て
、
三
〇
か
所
の
診
療
所
を
設
置
す
る
こ
と
、
防
疫
の

実
施

(種

痘
、
伝
染
病
予
防
注
射
)、
保
健
業
務

(助
産
、
売
春
婦

の
診
断
治
療
)、
各
地
の
伝
染
病
調
査
だ

っ
た
。

9

物

資
調
節
委
員
会

華
北

の
食
料

の
統
制
、
買
付
、
配
給
、
保
管
に
従
事
し
た
。
各
地

に
運
錆
弁
事
処

(計
三
七
か
所
)
を
置
き
、
現
地

の
食
料
買
付
と
運

送

・
販
売

業
務
に
従
事
し
、大
規
模

の
倉
庫
を
多
数
設
置
し
た
。

10

印
刷
局

華
北
政
務
委
員
会
唯

一
の
印
刷
機
関

で
あ
り
、
盧
溝
橋
事
件
以
前

の
財
部
印

刷
局
が
前
身
だ

っ
た
。

11

華

北
防
共
委
員
会

一
九
四

一
年
八
月
に
成
立
し
、
華
北
政
務
委
員
会

に
直
属
し
た

が
、
北
京

日
本
大
使
館

の
指
揮
に
よ
り
、
各
省
市
に
分
会
、
各
県
に

支
会
が
置
か
れ
た
。
そ
の
他
に
顧
問
が
若
干
名
置
か
れ
た
が
、
日
本

人
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
委
員
会

の
下
に
は
総
務
処
、
企
画
処
、
指
導

処
が
置
か
れ
た
。
総
務
処
は
人
事
、
会
議
、
法
令
、
会
計
、
情
報
工

作
を
主
管
し
た
機
関
だ

っ
た
。
企
画
処

は
防
共
工
作
の
計
画
お
よ
び

各
地
の
防
共
組
織
編
制

の
準
備
を
主
管
し
た
機
関
だ

っ
た
。
指
導
処

は
調
査
、
宣
伝

お
よ
び
防
共
工
作
を
実
施
し
た
機
関
だ

っ
た
。
同
委

員
会
に
は
防
共
諜
報
員
を
育
成
し
た

「防
共

人
員
訓
練
所
」、
ど

の

よ
う
に
反
共
思
想
を
打
ち
た
て
、
広
げ

る
か

に

つ
い
て
研
究
し
た

「評
議
室
」
が
置
か
れ
、
ま
た
、
各
団
体
と

連
携
し
反
共
活
動
を

行

っ
た

「華
北
反
共
大
同
盟
」
お
よ
び
逮
捕

し
た
人
間
を
麻
痺
さ

せ
、
惑

わ
せ
た

「啓
新
院
」

(旧
反
省
院

に
相

当
)
が
あ

っ
た
。
そ

の
活
動
範
囲
は
広
く
、
南
は
南
京
、
重
慶
に
ま
で
深
く
入
り
こ
み
、

北
は
鉄
道
沿
線
、
各
都
市
に
広
が
り
、抗
日
根
拠
地
に
も
潜
入
し
た
。

12

華
北
防
共
大
同
盟

華
北
防
共
委
員
会
は
華
北
の
各
宗
教
、
学
術
、
教
育
、
文
化
団
体

お
よ
び
実
業
団
体
と
連
携
し

「華
北
防
共
大
同
盟
」
を
組
織
し
た
。

「大
同
盟
は
華
北

の
各
宗
教
、
学
術
、
教
育
、
文
化
団
体
お
よ
び
実

業
団
体
、
民
衆
団
体
で
組
織
さ
れ
た
思
想
団
体
で
あ
り
、
華
北
防
共

委
員
会

の
指
揮
、
監
督

の
下
で
、
同
盟
内

の
各
団
体
は
華
北
に
お
け

ムリ
　

る
防
共

の
使
命

の
完
成
に
協
力
し
た
」。
参
加

団
体
は
主
に
、
中
国

回
教
総
連
合
会
、
華
北
先
天
道
会
、
華
北
理
善
勧
戒
煙
酒
総
会
、
華

北
中
華
基
督
教
団
、
仏
教
同
願
会
、
華
北
安
清
道
義
総
会
、
華
北
作

家
協
会
、
北
京
新
聞
協
会
、
東
亜
文
化
協
議
会
、
伊
斯
蘭
青
年
会
、
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華
北
居
士

林
等
の
団
体
、
民
間
信
仰
団
体
だ

っ
た
。

華
北
政

務
委
員
会
の
す
べ
て

の

「政
務
」
の
実
施
は
、
実
際
は
日

本
軍
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
五
年
余
り

の
間
、
治
安
軍
は

絶
え
ず
拡

大
し
、
裁
判
所
、
警
察
、
監
獄
お
よ
び
保
甲
制
度
を
強
化

し
、
物
資

の
統
制
と
経
済
的
略
奪
が
実
行
さ
れ
、
五
回
の
治
安
強
化

運
動
を
発
動
す
る
な
ど
、
華
北
被
占
領
区
に
お

い
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
的

統
治
が
進
め
ら
れ
た
。

四

華
北
偲
偏
政
権
の
本
質

華
北
偲
偏
政
権
は

「中
華
民
国
」
の
国
号
を
冠
し
、
民
国
の
元
号

を
使
用
し

て
い
た
が
、

こ
れ
ら
は
表
面
上

の

「中
国
政
権
」
の
色
で

売
国
行
為
や
、
日
本
軍

の
偲
偲
と
な

っ
た
実
情
を
覆

い
隠
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。

実
際
、

日
本
軍
内
部
に
置
か
れ
た
特
務
機
関
は
華
北
偲
偲
政
権
の

政
務
を

「指
導
」
し
て
い
た
。

一
九
三
七
年

一
二
月
二
四
日
、
日
本

の
内
閣
は
、
華
北
地
区
に
お
け
る

「政
治
目
標
は
防
共
親
日
満
政
権

(華
北
新
政
権
)
を
樹
立
す
る
こ
と
に
あ
り
、
華
北
に
お
け
る
信
望

だ
け
で
は
な
く
、
華
中
、
華
南
に
お
け
る
信
望
も
得
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
こ

の
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ゆ
え
に
指
導
方
針
は
次

の

通
り
と
す
る
。
ω
上
述
の
政
権
の
首
脳
と
な
る
人
物
は
、
全
中
国
で

信
望

の
あ
る
人
材

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
上
述

の
政
権
は
新
時

代
に
適
応

し
た
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
㈹
全
中
国
に
号
令
で

き
る
主
義
と
綱
領
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ω

我
が
方

の
上
述
の
政

権

に
対
す
る
指
導
は
、
政
策
大
綱

の
制
定
に
関

し
て
の
み
、
日
本
人

顧
問
に
よ

っ
て
指
導
を
進
め
、
日
本
人
官
吏

に
よ
る
行
政
に
対
す
る

　　
　

詳
細
な
指
導

や
干
渉

は
行
わ
な
い
」
と
決
定

し
た
。

こ
の
こ
と
か

ら
、
日
本
軍
の
樹
立
し
た
華
北
塊
偲
政
権
は
彼

ら
の
中
国
統
治
の
道

具
に
過
ぎ
ず
、
大
小
の
華
北

の
漢
好
も
日
本

の
人
形
に
過
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

華
北
政
務
委
員
会
の
下
に
は
内
務
、
治
安

、
建
設
、
教
育
、
財
務

等
の
各
総
署
が
置
か
れ
、
山
東
、
河
北
、
河

南
、
山
西
に
は
そ
れ
ぞ

れ
省
政
府
が
置
か
れ
た
。
省

の
下
に
道

(責
任

者
は
道
サ
と
呼
称
)、

道
の
下

に
県

(省
、
県
は
当
初
公
署
と
呼
称

し
た
が
、

一
九
四
三
年

一
月
そ
れ
ぞ
れ
省
政
府
と
県
政
府
に
改
称
)
が
置
か
れ
た
。
行
政
体

系
は
江
兆
銘
国
民
政
府
の
下
に
華
北
政
務
委

員
会
、
以
下
省
政
府
、

道
公
署
、
県
政
府
、
区
公
所

の
順
だ

っ
た
。

形
式
的

に
は
ま
る
で
自

ら
作
り
上
げ
た
中
央
集
権
国
家

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際

は

日
本
軍
が
直
接

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
偲
偲
政
権
で
あ

っ
た
。
日
本
人

戦
犯
古
海
忠
之
ら

の
供
述
に
よ
る
と
、
「華
北

四
省
と
蒙
彊
地
区
は

華
北
方
面
軍
司
令
官

の
手
中

に
あ
り
、
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
。
第

一
軍
が
山
西
省
、
第
十
二
軍
が
山
東
省
と
河
南
省
を
担
当
し
、
蒙
彊

は
蒙
彊
軍
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
華
北
政
務
委
員
会
は
自
分
の
意

ム
バ
　

図

で
各
省
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
は
無
か

っ
た
」。
省
長
は
日
本

軍
司
令
官
に
絶
対
服
従

で
あ
り
、
も
し
華
北
政
務
委
員
会
が
省
長
に

命
令
を
下
し
て
も
、
そ
の
命
令
が
華
北
方
面
軍

の
命
令
あ
る
い
は
指
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示
の
下
で
現
地

の
軍
司
令
部
に
伝
わ

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
華
北
政
務

委
員
会

の
命
令
は

一
枚
の
紙
切
れ
に
過
ぎ
ず
、
何

の
効
力
も
無
か

っ

た
。
現
地

の
日
本
軍
が
反
対
す
る
限
り
、
省
長
が
執
行
す
べ
き
華
北

政
務
委
員
会

の
命
令
も
遂
行
し
よ
う
が
な
か

っ
た
。

「省
か
ら
下
層

部
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
。
も
し
道
サ
が
省

長
の
命
令

に
よ
り
県
長
に
指
示
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
軍
司
令
部

が
師
団
、
旅
団
司
令
部
に
、
省
特
務
機
関
が
地
方
特
務
機
関
に
同
様

の
命
令
や
指
示
を
下
し

て
い
な
け
れ
ば
、
道
サ
に
は
何

の
力
も
な

か

っ
た
。
道
あ
る
い
は
県

で
も
、
各
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
務
機
関
と

日
本
軍
部

隊
長

の
意
図

に
合

わ
せ
な
け
れ
ば
、
何
も
で
き
な
か

っ

た
。
こ
う
し
た
体
制

は
基
本
的
に
全
占
領
区

に
及
ん
で
お
り
、
「軍

ムね
　

の
要
求
」

は
絶
対
至
上
命
令
と
な

っ
て
い
た
」。

盧
溝
橋
事
件
以
後
、
華
北
方
面
軍

は
政
治
、
経
済
に
関
す
る
業
務

を
特
務
部

に
移
し
た
。

興
亜
院
華
北
連
絡
部
成
立
後
は
特
務
部
を
廃

止
し
、
参
謀
部
第
四
課
よ
り
上
述

の
事
項
に
つ
い
て
興
亜
院

(公
使

館
)
が
華
北
政
務
委
員
会
と
の
間

で
連
携
を
取
り
な
が
ら
協
議
す
る

よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

一
九
三
七
年

一
二
月
、
大
阪
の
財
閥

の
長
老

で
文
部
大
臣
を
経
験
し
た
こ
と
も
あ
る
平
生
釧
三
郎
が
華
北
方
面
軍

最
高
顧
問

に
就
任
し
、
華
北
の
資
源
を
略
奪
す
る
開
発
会
社
成
立
の

た
め
に
、

一
連
の
準
備

工
作
を
進
め
た
。
中
華
民
国
臨
時
政
府
成
立

後
、
日
本

は
再
び
内
務

官
僚
を
派
遣
し
、
内
務
大
臣
を
歴
任
し
た
湯

沢
三
千
男
が
中
華
民
国
臨
時
政
府

の
行
政
顧
問
に
就
任
し
、
満
州
国

総
務
長
官
を
歴
任
し
た
大
達
茂
雄
が
法
制
顧
問
に
就
任
し
た
。
興
亜

院
を
中
心
と
し
て
、
日
本

は
政
治
、
経
済
、
文
化
等
各
方
面
で
引
き

続
き
侵
略
を
進
め
て
い
っ
た
。
表
面
上
は
臨
時
政
府
や
そ
の
後

の
華

北
政
務
委
員
会
に
は

「希
望
」

「要
求
」
「意
見
」
の
形
で
提
出
し
た

が
、
同
時
に
内
部
に
配
置
し
た
次
長
、
顧
問
、
専
門
職
員
等
実
権
を

握

っ
て
い
た
日
本
人
を
指
揮
し
、
考
え
通
り

に
行
動
さ
せ
、
そ
の
執

行
の
状
況
に
つ
い
て
監
視
、
督
励
し
た
。

日
本
軍
の
派
遣
し
た
顧
問
は
事
実
上
偲
偲

政
権

の
す
べ
て
の
権
力

を
握
る
責
任
者
兼
監
督
者

で
あ
り
、
華
北
偲
偲
政
権

の
太
上
皇
だ

っ

た
。

一
切
の
政
務

の
実
施
、
人
事

の
任
用

に

つ
い
て
、
批
准
が
あ

っ

て
は
じ
め
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
華
北

の
重
要
な
政
策
に
つ
い

て
も
華
北
派
遣
軍
、
特
務
機
関
お
よ
び
華
北

の
大
使
館
が
互
い
に
協

議

し
決
定
し
た
後

に
、
漢
好
た
ち
が
執
行
し

て
い
た
。

こ
の
他
に

も
、
日
本
軍
は
各
重
要
部
門
に
専
門
家
を
配

置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
重

要
な
政
策

の
実
施
に
つ
い
て
監
督
、
設
計
し

て
い
た
。
華
北
政
務
委

員
会

は
表
面
上
は
南
京
江
兆
銘
国
民
政
府

の
指
揮
を
受
け
て
い
た

が
、
「陰

で
は
日
本
直
属

の
別

の
偲
偲
国

で
あ
り
、
南
北

の
物
流
に

は
関
税

の
壁
が
存
在
し
、
出
入
り
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
が
必
要
な

ど
、
完
全

に
国
と
国

の
間

の
関
係
で
あ
り
、
中
央
と
地
方

の
間
の
関

係

で
は
な
か

っ
た
。
日
本
は
南
京
に
重
光
葵

大
使
を
置
き
、
北
平
に

塩
沢
清
宣
公
使
を
置

い
た
こ
と
か
ら
も
、
二

つ
の
国
家
が
対
峙
し
て

バハ
　

い
た
こ
と
は
明
白
だ

っ
た
」
。

華
北
塊
偲
政
権
の
裏
切
り
者
た
ち
は
争

っ
て
媚
を
売
り
、
愛
想
尽

か
さ
れ
る
こ
と
の
み
を
恐
れ
た
。
ま
た
、
漢
好
た
ち
の
構
成
は
複
雑
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で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の

一
派
に
引
き
込
み
合

い
、
互
い
に
権
力
を

奪

い
合
い
、
暗
闘
は
止
む
こ
と
は
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、
王
克
敏
は

北
洋
政
府

の
失
意

の
政
治
家

で
あ
り
、
朱
深
と
王
揖
唐

は

「安
福

系
」、
余
華

と
斉
愛
元

は

「直
隷
系
」

の
残
党
、
王
蔭
泰
は

「直
魯

系
」
の
政
治
家
、
般
同
と
江
時
環
は
日
本
軍
が
長
期

に
わ
た
り
育
成

し
た
走
狗
、
周
作
人
と
張
心
浦

は
貧
困
極
ま

っ
て
日
本
軍
か
ら
金
銭

と
地
位
を
受
け
取
り
、
買
わ
れ
た
御
用
文
人
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
漢

妊
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

一
派
を
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
黒
幕
が
存
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
手
下
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
勢
力
を
形
成
し
、
順
に
権

力
を
独
占
し
た
。

中
華
民
国
臨
時
政
府
時
期
お
よ
び
華
北
政
務
委
員
会

の
初
期
、
王

克
敏
は
華
北
偲
儒
政
権
を
担

っ
た
が
、
そ
の
黒
幕
は
日
本
の
特
務
機

関
長
喜
多
誠

一
だ

っ
た
。

一
九
四
〇
年
三
月
江
兆
銘
国
民
政
府
が
南

京
で
成
立
、
日
本

の
演
出

の
も
と

で
、
南
北
偲
偲
政
権

は

「合
流
」

し
た
。
喜
多
誠

一
と
江
兆
銘
国
民
政
府
の
政
治
上

の
摩
擦
を
避
け
る

た
め
に
、
喜
多
は
日
本
国
内

に

「栄
転
」
さ
せ
ら
れ
、
華
北
連
絡
部

次
長
森
岡
皐
が
部
長
に
昇
進
し
、
塩
沢
が
華
北
連
絡
部
次
長
に
昇
進

し
た
。

こ
の
人
事
異
動
は
王
克
敏
に
と

っ
て
は
、
喜
多
と
い
う

「支

持
者
」
が
去
り
、
森
岡
と
い
う

「仇
敵
」
が
昇

っ
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
た
。

さ
ら
に
は
注
兆
銘
と
王
克
敏
と
の
間
に
存
在
す
る

「青
島

会
談
」
前
後

の
矛
盾

も
あ
り
、

一
九
四
〇
年
六
月
王
克
敏
は
華
北
の

漢
好

の
権
力
闘
争

の
中
で
辞
職
し
た
。

王
克
敏

が
下
野
す
る
前

に
、
江
兆
銘
と
華
北
連
絡
部
次
長
森
岡
は

協
議
し
、
互

い
に
二
名
の

「委
員
長
」
候
補
を
提
示
し
た
。
森
岡
の

提
示
し
た
人
選
は
斬
雲
鵬
と
曹
汝
霧
、
江
兆
銘

の
提
示
し
た
人
選
は

梁
鴻
志
と
王
揖
唐
だ

っ
た
。
最
終
的
な
選
考
結
果
は
、
斬
、
曹
と
も

に
就
任
を
拒
否
し
、
梁
鴻
志
は
華
北
と
の
関

わ
り
が
浅
か

っ
た
た

め
、
江
兆
銘
と
森
岡
双
方
共
に
王
揖
唐
を
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長

に
就
任
さ
せ
る
こ
と
で
同
意
に
至

っ
た
。
華
北
連
絡
部
次
長
塩
沢
は

あ
る
関
係
に
よ
り
、
王
揖
唐
に
対
す
る
信
頼
が
厚
く
、
王
揖
唐

の
華

北
政
務
委
員
会
委
員
長
就
任

に
力
を
尽
く
し
た
。
王
揖
唐
が
華
北
政

務
委
員
会

の
内
政
を
握
る
と
、
斉
愛
元
は
軍
権

を
掌
握
し
、
江
時
環

と
般
同
は
互

い
に
財
政
と
実
業
の
大
権
を
握
り
、
連
れ
立

っ
て
悪
事

を
働
き
、

一
方
で
は
互

い
に
秘
策
を
戦
わ
せ

て
争

っ
た
。

一
九
四

一
年
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
す

る
と
、
日
本
軍
は
華
北

に

「後
方
兵
姑
基
地
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
急
務

と
な

っ
た
。
し
か
し

王
揖
唐
と
い
う

「凡
人
」

で
は

「任
務
」

の
完
成

は
あ
り
得
な
か

っ

た
。
注
兆
銘
は
他
人

の
力
を
利
用
し
相
手
を
倒
す
べ
く
、

「華
北
政

権

の
奪
還
」
を
う
か
が

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
王
揖
唐
は

「汚
職
」
が

発
覚
し
、

一
九
四
三
年

二
月
に
辞
職
に
追

い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、

朱
深
が
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長

に
就
任
し
た
。
も
と
も
と
江
兆
銘

は
腹
心

の
楮
民
宜
を
王
揖
唐
に
替
わ
り

「華

北
政
務
委
員
会
委
員

長
」
に
任
ず
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
が
、
日
本

の
駐
南
京
国
民
政

府
大
使
重
光
葵
が
注
兆
銘

に

「我
が
国
は
華
北
将
領
に
朱
深
を
推
薦

ム　
　

し
た
い
」
と
通
告
し
た
。
江
兆
銘
は

「
一
人
安
福
系
が
去
り
、
別

の

ハめ
　

安
福
系
に
替
わ

っ
た
の
に
、
な
ぜ
ま
た
挙
げ

る
必
要
が
あ
る
の
か
」
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と
考
え
、
江
兆
銘
集
団
は
密
か
に
協
議
し
、
強
引
に
先
に
楮
民
宜

の

就
任
命
令

を
発
表
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
こ
と
が
日
本
側
に
知

ら
れ
る
と
、
再
び
重
光
葵
が
や

っ
て
き
て
、
注
兆
銘
と
接
見
し
た
。

日
本
側
は
、
第

一
に
朱
深
は
必
ず
江
の
命
令
に
服
従
す
る
、
第
二
に

「注
兆
銘

に
、
日
本
皇
軍
は
こ
れ
ま
で
最
も
メ
ン
ツ
を
重
ん
じ
て
き

て
い
る
の
で
、
華
北
の
日
本
軍
将
領
の
メ
ン
ツ
を
傷

つ
け
な
い
こ
と

ハふ
　

を
勧
め
る
」
と
伝
え
た
。
江
兆
銘
は
首
を
縦
に
振
る
し
か
な
か

っ
た
。

一
九
四
三
年
七
月
、
朱
深
は
就
任
後
五
か
月
で
病
死
し
た
。
華
北

の
日
本
軍

の
支
持

の
下

で
王
克
敏
は
再
起
し
、
華
北
政
務
委
員
会
委

員
長
に
再

任
し
た
。
王
克
敏
は
華
北
政
務
委
員
会
の
機
構
と
人
事

の

調
整
を
看

板
に
掲
げ
、
意
見
を
同
じ
く
す
る
者
と
徒
党
を
組
み
、
意

見
を
異
に
す
る
者
を
攻
撃
し
、
敵
対
す
る
者
は
排
除
し
た
。
王
克
敏

と
斉
墜
元
が
権
力

の
分
配
で
亀
裂
を
深
め
る
に
し
た
が

っ
て
、
華
北

政
務
委
員
会
委
員
長
に
再
任
し
た
王
克
敏
は
参
戦
体
制
構
築
の
名

の

下
で
、
斉

墜
元
勢
力
の
排
除
を
画
策
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
腹
心
の

王
蔭
泰
と
江
時
環
ら
と

の
協
議
を
経

て
、
王
克
敏
は

一
九
四
三
年

一

一
月

一
〇

日
に
召
集
し
た
華
北
政
務
委
員
会
臨
時
常
務
委
員
会
会
議

に
お
い
て
、
機
構

の
改
組
と
人
事
調
整
案
を
通
過
さ
せ
た
。
内
務
、

治
安
、
教
育
、
財
務
、
実
業
、
建
設
の
六
総
署
を
治
安
、
経
済
、
農

務
、
教
育

、
工
務

の
五
総
署
に
改
組
し
た
。
王
蔭
泰
は
常
務
委
員
、

総
務
庁
長

、
内
務
庁
長
、
農
務
総
署
監
督
、
物
資
物
価
処
理
委
員
会

常
務
委
員

を
兼
任
し
、

さ
ら
に
江
兆
銘
国
民
政
府
の
全
国
経
済
委
員

会
委
員
に
も
任
ぜ
ら
れ
た
。
会
議
当
日
、
斉
墜
元
は
外
交
大
楼
に
到

着
す
る
と
す
ぐ
に
彼
の
護
衛
が
伏
せ
ら
れ
て

い
た
別
の
護
衛
隊

に
武

装
解
除
さ
せ
ら
れ
た
。
王
克
敏
は
改
組
案
と
事
前
に
用
意
し
て
あ

っ

た
辞
表
を
取
り
出
し
彼
に
サ
イ

ン
を
迫

っ
た
が
、
斉
墜
元
は
サ
イ
ン

を
拒
絶
し
た
。
王
蔭
泰
ら
が
あ
れ

こ
れ
と
な

だ
め
説
得
さ
せ
、
斉
墜

元
は
よ
う
や
く

「斉
隻
」

の
二
文
字
を
し
ぶ
し
ぶ
サ
イ

ン
し
、
憤
慨

し
て
去

っ
た
。
次

の
日
、
上
述
の
機
構
改
組

と
人
事
調
整
案
は
江
兆

銘

の
中
央
政
治
会
議
第

一
二
九
回
会
議

で
追
認
さ
れ
た
。

王
克
敏
が
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長

に
再
任
し
た
時
、
健
康
状
態

が
良
く
な
か

っ
た
。
数
十
年
に
わ
た
る
贅
沢

で
淫
靡
な
生
活

の
た
め

で
あ
る
。
ま
た
彼
は
賭
け
事
や
買
春
だ
け
で
な
く
、
ア
ヘ
ン
吸
引
も

止
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
お
り
、
身
体
は
ひ
ど
く
衰
弱
し
て
い
た
。
華

北
政
務
委
員
会
委
員
長

の
座

に
は
二
度

と
登

れ
な
く
な

っ
て
い
っ

た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
王
克
敏
と
王
蔭
泰
と

の
間

の
亀
裂
も
次
第

に

先
鋭
化
し
て
い
た
。

一
九
四
四
年

=

月

一
六
日
、
王
蔭
泰
は
江
兆

銘

の
腹
心
周
仏
海

に
会
い
に
行

っ
た
。
王
蔭
泰
は
少
し
も
王
克
敏
と

の
亀
裂
を
隠
そ
う
と
せ
ず
、
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
の
職
に
就
き

た
い
意
思
を
伝
え
た
。
周
仏
海
は
彼

の
日
記

の
中
で

「王
蔭
泰
が
来

て
華
北
問
題
を
語

っ
た
。
こ
の
人
物
は
以
前
王
克
敏
を
推
し
て
い
た

が
、
今
は
こ
れ
に
取

っ
て
代
わ
り
た

い
と
言
う
。
ひ
ど
い
も
の
だ
。

ム
ゐ
　

権
力
と
い
う
も

の
は
何
と
人
間
を
駄
目
に
す

る
も
の
な
の
か
」
と
書

い
て
い
る
。

一
九
四
四
年

=

月
二
三
日
、
周
仏
海
は
日
記
で
ま
た

「注
時
環
と
会

い
、
華
北

の
政
情

に
つ
い
て
語

っ
た
。
江
と
王
克

敏
、
王
蔭
泰
は
時
に
合

い
、
時
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
蔭
泰
が
克
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敏
と
協
力

し
浬
を
抑
え
た
が
、
今

は
克
敏
が
注
を
以

っ
て
蔭
泰
を
抑

え
て
い
る
。
詰
め
の
段
階
に
至

っ
て
も
尚
秘
策
を
め
ぐ
ら
し
相
争

っ

ム
お
　

て
い
る
。

中
国
人
は
本
当
に
前
途

が
な
い
」
と
書

い
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
王
克
敏
と
王
蔭
泰

の
間

の
亀
裂
と
闘
争
も
王
克
敏

の
二

度
目
の
下

野
の
原
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
四
五

年

二
月
八

日
、
江
兆
銘
国
民
政
府
最
高
国
防
会
議
第
六

四
回
会
議

で
、
王
蔭

泰
が
王
克
敏
に
替
わ
り
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
兼
新
民

会
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
二
月

一
八
日
、
王
蔭
泰
は

華
北
政
務

委
員
会
を
改
組
し
、
杜
錫
鉤
、
江
時
環
、
文
元
模
、
陳
曾

拭
、
唐
仰

杜
が
そ
れ
ぞ
れ
緩
靖
、
経
済
、
教
育
、
農
務
、
工
務
総
署

監
督
に
就

任
し
た
。

二
月
二
〇
日
、
河
北
、
山
東
両
省

の
省
長
お
よ

び
北
京
、
天
津
両
特
別
市
の
市
長
が
交
代
し
た
。
三
月
八
日
、
江
兆

銘

の
中
央

政
治
会
議
第

一
四
五
回
会
議
で
王
蔭
泰
を

「新
国
民
運
動

促
進
委
員
会
」
委
員
、
常
務
委
員
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

王
蔭
泰

が
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
を
引
き
継
ぐ
時
、
日
本
軍
の

敗
戦

は
時

間

の
問
題

で
あ

っ
た
。

『周
仏
海
日
記
』

の
記
載

に
よ
る

と
、

一
九

四
五
年
四
月
三
日
、
周
仏
海
は
王
蔭
泰
を
訪
問
し
、
政
治

の
趨
勢
と
対
策
を
語

っ
た
。
周
仏
海
は
感
嘆
し
て

「か

つ
て

一
年
以

上
住
み
、
大
病
を
患

っ
た
迎
賓
館

に
赴
く
と
、
そ
の
情
景
が
浮
か
び

心
が
痛
み
、
次
々
と
感
慨
を
覚
え
る
。
人
生
は
映
画

の
如
く
、

一
幕

が
や

っ
と
終
わ
る
と
ま
た

一
幕
が
や

っ
て
来
る
。
人

の
世
は
常
な
ら

ざ
る
も
の
で
あ
り
、
舞
台

の
中

の
人
間
は
ど
う
や

っ
て
事
前
に
計
画

ハの
　

す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」。
そ
の
夜
、
梅
思
平
ら
を
接
待
し

た
際
に
は

「情
勢
と
前
途

に
つ
い
て
語

っ
た
が
、
大
切
な
道
理
を
わ

ハね
　

か
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
も
の
か
」
と
も
書

い

て
い
る
。
そ
の
後
、
王
蔭
泰
が
漢
好
と
さ
れ
裁
判
を
受
け
た
際
も
、

当
時
同
盟
国

の
ア
メ
リ
カ
が
す
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
陥
落
さ
せ
、
続

い
て
硫
黄
島
に
上
陸
、

ス
テ
ィ
ル
ウ

ェ
ル
ロ
ー
ド
も
開
通
し
、
ま
さ

に
全
面
反
撃
が
発
動
し
て
お
り
、
日
本
が
や
が
て
崩
壊
す
る
だ
ろ
う

こ
と
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
王
蔭
泰
は
欲
に
目
が
く
ら
み
、
華

北
幌
偏
政
権

の

「政
府
首
脳
」
と
い
う
地
位

を
堪
能
す
る
た
め
、
自

ら
喜
ん
で
落
と
し
穴
に
は
ま

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
華
北
の
漢
好
は
互

い
に
軋
礫
が
生
じ
、
日
本

帝
国
主
義
の
各
軍
閥
間

の
暗
闘
を
反
映
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

華
北

の
侃
偲
政
権
の
組
織
機
構
に
関
す
る
考
察
と
研
究

は
、
日
本
軍

の

「華
を
以

っ
て
華
を
治
め
る
」
と
い
う
陰
謀
を
よ
り

一
層
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、
政
治
史

の
面
か

ら
日
本
軍
国
主
義
が
中

国
を
滅
亡
し
よ
う
と
す
る
野
心
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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引
用
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こ
こ
で
列
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は
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日
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察
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編
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史
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